
 

地球温暖化対策実行計画実施状況 

 

甲府・峡東地域ごみ処理施設事務組合地球温暖化対策実行計画に基づき、次のとおり計画

の進捗状況を公表します。 

 

令和４年度の進捗状況 

温室効果ガス総排出量実績 

年 度 

 

温室効果ガス総排出量 

（単位：ｔ-CO2） 

増減率 

温室効果ガス総排出量のうち 

エネルギー起源 CO２排出量 

（単位：ｔ-CO2） 

増減率 

平成 29 年度 

（基準年度） 
66,360 基準年度 2,232 基準年度 

平成 30 年度 71,623 7.9％増 2,748 23.1％増 

令和元年度 65,776 0.8％減 2,492 11.6％増 

令和 2 年度 61,034 8.0％減 2,120 5.0％減 

令和 3 年度 60,196 9.3％減 1,777 20.4％減 

令和 4 年度 57,373 13.5%減 1,609 27.9%減 

令和 5 年度 

（目標年度） 
    

目標値 63,374 4.5％減 2,009 10％減 

実行計画策定年度：令和元年度 

計 画 期 間：令和元年度から令和5年度までの5年間 

増減率は基準年度（平成29年度）との比較 

 

令和４年度の温室効果ガス総排出量は、平成 29 年度比、目標値を超える約 13.5％の削

減となりました。これは、操炉計画どおりの稼働を行うことができたことにより、例年より

軽油（ディーゼル発電機用燃料）使用量を低減でき、エネルギー起源 CO２排出量を削減で

きたことが要因と考えられます。 

今後の計画期間においても、例年同様可燃ごみの減量及び可燃ごみに混入するプラスチッ

クの削減（ペットボトル等の分別）を、構成市と連携し、市民・事業者へ啓発を行っていき

ます。また、当年度同様にエネルギー起源 CO２排出量削減を継続させるため、保守点検や

無駄のない操炉計画を立案し、取り組んでまいります。 


